
（１）単元観 （２）児童観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようになって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では，平均や散らばりを調べ，統計的に考察

したり表現したりすることができるようにし，ある範囲に

わたって資料が分布しているとき，その傾向をとらえる

ために，資料を代表する値として平均を用いることを

指導していく。あわせて，資料の傾向を表すものとし

て，資料の散らばりについて指導し，平均が同じであ

っても値が密集しているか分散しているかによって集

団の特徴が異なることを理解させ，度数分布表や柱状

グラフ（ヒストグラム）などに表したりすることで，いろい

ろな観点で，資料の特徴を読み取ることができるように

することをねらいとしている。 

 

単
元
名 

 Ｄ（４）資料の考察 

(4) 資料の平均や散らばりを調べ，統計的に考察したり

表現したりすることができるようにする。 

ア 資料の平均について知ること。 

イ 度数分布を表す表やグラフについて知ること。 

  

算数科 第６学年 世羅町立せらにし小学校 指導者  荒谷 みどり 

  

 

 

 

 

 

 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力  主体性 

「資料の特徴を調べよう」 

    ～体力アップ大作戦！めざせ柔軟名人！！～ 

 

本学級の児童は，わかりたいという意識を強く持ってい
る児童が多い。考えがまとまらず困っている友達に対し
て，理解できるまで根気強く教えようとする児童や，図など
を使って理由を説明しながら，自分の考えを分かりやすく
伝えようとする児童もいる。しかし，理解力や表現力に差
があるため，ペアやグループトークを取り入れ，自分の考
えたところまでを発表し合い，自分の考えと友達の考えを
比較し，さらに考えを深めていくよう促している。 
○本単元に関わるレディネステストの結果から 
平均の意味が分かっているか，また，平均を正しく求め

ることができるかどうかを見る問題において，56％の児童
が正答であった。誤答の多くは，平均を求めるための立式
が不十分だった。また，未習内容であるが，各資料の代表
値として平均が用いられることが分かっているかを見る問
題において，62％の児童が平均に目を向けることができ
なかった。また，数量の関係を調べるために表を書くこと，
その考察からきまりを見つけ，式に表現することに課題が
あることが分かった。 
○「資質・能力」アンケートの結果から 
 「授業では，自分の考えを積極的に伝えています。」とい
う項目において否定的な回答をした児童は６％だが，全
体の場では意見を言いにくい面も見られる。そこで，自分
の考えをノートにまとめ発表に臨ませたり，ペアトークなど
対話場面の工夫をしたりすることにより，自分の考えを積
極的に伝える場を設けていく必要がある。 

日 時   令和元年  １１月１２日（火） 

学 年   第６学年  男子 ９名，女子 ７名，計１６名 

１ 単元について 
 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

「Ｄ データの活用 Ｄ（１）データの考察」の領域で育成を目指す資質・能力 

①伴って変わる二つの数量の変化や対応の特徴を考察すること 

【ス キ ル】 

思考力・判断力・表現力 

データを考察して合理的・統合的に判断し，自分なりに導いた結論を，根拠を明らかにしながら統計的な表現

を用いて，友達にわかりやすく説明することを通して，思考力・判断力・表現力を育成する。 

 

【意欲・態度】 

主体性 

児童の身近にある問題を学習課題として設定することにより，「解きたい」「考えた方法を伝えたい」と思わせ，

自ら学ぼうとする主体性を育成する。 

 



 

   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・母集団と標本 

 

１０）単位量当たりの大きさ 

・測定値の平均 

・平均の意味とその求め方 

13）資料の調べ方 

・代表値としての平均 

・散らばり 

・度数分布表 

・柱状グラフ 

・いろいろなグラフ 

・度数分布の意味 

・度数分布表 

・ヒストグラム，度数折れ線 

・代表値 

（平均値，中央値，最頻値） 

・平均値や範囲の意味 

相対度数 

５年 ６年 

中学 3年 

中学 1年 

○主体的な学びを育むための工夫 

①せらにし小学校は児童の柔軟性に課題があり，昨年度から全校で柔軟運動に取り組んでいる。児童は，毎日

家庭でも柔軟運動に取り組んでいることもあり，自分の柔軟性の伸びに対し，関心が高い。本単元の導入部分

で，「過去3年間の6年生データを比較し，どの集団が一番柔軟性の高い集団といえるか検証しよう。」という課

題を提示し，単元のゴールを示す。学習を通して，自分たちは毎日柔軟体操に取り組み柔軟性を高めてきた

が，先輩たちと比べて果たして柔軟性は高いのかどうか，データの分析の仕方を学習するということで本単元

への意欲をもたせる。 

②代表値としての平均，ちらばり，度数分布表，柱状グラフなどを学習しながら，自分たちで，長座体前屈の元の

データを，比較するための表やグラフにまとめさせる。最終的には，自分たちがまとめた３つの集団のデータを

比較し，どの集団が一番柔軟性の高い集団といえるか，いろいろな視点で検証するという学習活動を仕組む。 

 

○児童の課題を克服するための工夫 

①自分の考えをノートに詳しく書き，発表する際の手立てとなるように，箇条書きにし，まとめさせる。丁寧に表や

グラフをかかせ利用しながら発表できるように促していく。また，友達の考えを聞く際，相違点や共通点を意識

し，友達の考えと比較しながら聞き，考えたことをよりわかりやすくまとめさせ，より深い考えを見つけたりさせる

ことで思考を深めさせるとともに，友達の発言のよさに気付き，学び合おうとする態度を育てる。 

②児童は第3学年で棒グラフを学習している。本単元で学習する柱状グラフと混同することが予想される。柱状グ

ラフは，一定の幅を持つ階級ごとの度数を表していて，各階級は隣の階級と連続しているので柱が密着してい

ることなど，違いを明確にとらえさせたい。また，代表値としての平均，ちらばり，度数分布表，柱状グラフそれ

ぞれの持つ意味や特徴，かき方を丁寧に押さえ，表やグラフの数値を統計的に見る力を養う。また統計的処

理の良さも実感させたい。 

 

（４）指導観 



 

 

 

（１）単元の目標 

○集団の特徴を表す値として，平均のよさに気づき，身の回りにある事柄について統計的な考察や表現

をしようとする。                      （算数への関心・意欲・態度） 

○平均や散らばりの様子などを用いて，資料の特徴について統計的に考察することができる。 

                                     （数学的な考え方） 

○度数分布表や柱状グラフにかいたり，それを読み取ったりすることができる。 

（数量や図形についての技能） 

○代表値としての平均や散らばり，度数分布表や柱状グラフについて理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形につい

ての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

① 過去 3年間の 6年生

データを比較し，ど

の集団が一番柔軟性

の高い集団といえる

か検証する方法を考

えようとしている。 

② 平均で比べることの

よさに気づいている。 

③ 身の回りにある事柄

について統計的に考

えようとしている。 

① 散らばりの様子を調

べる必要性について

考え，資料を統計的

に考察することができ

る。 

② 目的に応じて資料の

平均や散らばりの様

子などを調べ，統計

的に考察している。 

① 資料を度数分布表に

整理したり，度数分布

表を読み取ったりす

ることができる。 

② 柱状グラフを読んだ

り，かいたりすることが

できる。 

③ いろいろなグラフの

特徴を読み取ること

ができる。 

① 資料の特徴を調べる

ときに，平均を用いる

ことがあることを理解

している。 

② 散らばりの様子を調

べると，資料の特徴

が分かりやすくなるこ

とを理解している。 

③ 柱状グラフに表すと，

資料の特徴や分布の

様子が分かりやすく

なることを理解してい

る。 

④ 基本的な学習内容を

身に付けている。 

 

 

 

 

（全１１時間） 

次 学習内容（時数） 

評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方
法） 

 

 

○過去 3年間の 6年

生のデータを比較

し，どの集団が一

番柔軟性の高い集

団といえるか検証

するという問題を

知り，本単元の学

◎ 

 

   ア①どの集団が一番

柔軟性が高い集団

といえるかを検証す

る方法を考えようと

している。 

 

 

行動観察 

【意欲・態度】 
主体性 

（行動観察） 
 

 

 

どうなってい

たら一番柔軟

性が高いとい

えるのだろ

う。 

２ 単元の目標と評価規準 
 

課題の設定  

no 

 

３ 指導と評価の計画 
 



習への意欲と見通

しをもつ。（１） 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○代表値としての平

均について理解す

る。（２） 

○   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

ア②平均で比べること

のよさに気づいてい

る。 

 

 

エ①資料を度数分布

表に整理したり，度

数分布表を読み取

ったりすることができ

る。 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団を表すと

きに平均を用

いられる時が

あるんだな。 

 

 

平均だけで効

果あると言え

るのだろう

か。 

 

○資料の散らばりの

様子を考察するこ

とができる。（１） 

 〇  

 

 

 

 

イ①散らばりの様子を

調べる必要性につ

いて考え，資料を統

計的に考察すること

ができる。 

 

発言 

ノート 

 

 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・
ノート） 

 

 

 

値が平均に集

まっているこ

ともあれば，

散らばってい

ることもある

んだな。 

 

○資料を度数分布表

に整理する方法を

理解し，読み取る

ことができる。（２） 

 

  〇 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

ウ①資料を度数分布

表に整理したり，度

数分布表を読み取

ったりすることができ

る。 

エ②散らばりの様子を

調べると，資料の特

徴が分かりやすくな

ることを理解してい

る。 

行動観察 

ノート 

 

 

 

行動観察 

ノート 

発言 

 

 

 

度数分布表を

使えばどの範

囲が多いか少

ないか一目で

わかるのだ

な。 

 

○柱状グラフの読み

方，かき方につい

て理解する。（２） 

 

  

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

ウ②柱状グラフを読ん

だり，かいたりするこ

とができる。 

 

 

エ③柱状グラフに表す

と，資料の特徴や分

布の様子が分かり

やすくなることを理

解している。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

発言 

ノート 

 

 

 

 

もっと全体が

わかる表し方

はないかな

あ。 

 

 

 

柱状グラフに

表すと，分布

の様子がより

分かりやすく

なったな。 

どの集団が一番柔軟性の高い

集団といえるか検証しよう。 

情報の収集  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 



２ 

 

○統計的な観点で調

べて整理した表を

作り，長座体前屈

のデータを比較

し，考察の仕方に

ついて理解を深め

る。（１）【本時 1/1】 

 ◎   

 

 

 

イ②目的に応じて資料 

の平均や散らばりの 

様子などを調べ，統 

計的に考察してい 

る。 

行動観察 

発表 

ノート 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

整理するとわ

かりやすくな

るね。 

 

 

平均，分布の

様子，いろい

ろな見方をす

ることが大切

なんだな。 

 

○既習のグラフを組

み合わせたグラフ

の読み方を理解す

る。（１） 

〇  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

ア③身の回りにある事 

柄について統計的 

に考えようとしてい 

る。 

ウ③いろいろなグラフ 

の特徴を読み取るこ 

とができる。 

行動観察 

ノート 

 

 
【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

データの特徴

をみつけるた

めに，それぞ

れのデータを

最大値，最小

値，平均，ちら

ばり，グラフ

で整理してみ

よう。 

３ 

 

○学習内容の定着を

確認し，理解を確

実にする。（１） 

 

   ◎ エ④基本的な学習内 

容を身に付けてい 

る。 

 

ノート 

  

 

 

 

 

（１）本時の目標 

・これまでの観点をもとに，データの傾向や特徴に着目し，その意味を考察し，柔軟性の高い集団を

選び，根拠をもって結論付けることができる。               （数学的な考え方） 

（２）準備物 

問題文（黒板掲示用，ノート貼付用），表（掲示用）， 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

◎学びを深めるための発問 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習 
 

整理・分析  

 

実 行  まとめ・創造・表現 

 

振 り 返 り  

 



学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○問題を確認する。 

「過去 3 年間の 6 年生のデータを比

較し，どの集団が一番柔軟性の高

い集団といえるか検証しよう。」 

 

○本時のめあてを確認する。 

 

●どの集団が一番柔軟性が高いか

根拠をあげて説明しよう。 

 

 

 

○自力解決する。 

・前時までにまとめた結果を比較しや

すいように一つの表にまとめ，どの

集団が一番柔軟性が高いといえる

か自分の言葉でまとめる。 

 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し合

う。 

  「平均」 

 

○既習事項を振り返り，単元

の導入時に提示した問題

を確認する。【焦点化】 

 

 

〇前時までに整理してきた事

実を判断の根拠とし，理由

を挙げて説明することを確

認する。【焦点化】 

 

 

 

○前時までにまとめた結果を

比較しやすいように一つの

表にまとめさせる。 

 

○考えたことを言葉を使って

ノートにまとめさせる。 

【共有化】 

○計算は電卓を使用させる。 

  

○自分の考えを持ちにくい児

童については，ヒントカー

ド（一つ一つのデータの意

味や特徴の書かれたカー

ドやデータごとに比較し特

徴的な部分に印をしたカ

ード）を渡し，手がかりとさ

せる。 【視覚化】 

○自分の考えがまとまった児

童には，より分かりやすい

説明になるよう修正させる。

【焦点化】 

 

 

 

○自分の考えとの共通点や

相違点を確認し合い，自分

の考えを整理させる。 

【共有化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 



  「ちらばり」 

  「範囲の割合」 

 

 

○集団解決をする。 

・考えたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書きましょ

う。 

●柔軟性が高い集団はどの学年かを

判断するには，いろいろな数値や

表・グラフをもとにして判断しないと

いけない。 

 

 

 

○自分の考えとの共通点や

相違点を考えながら聞か

せる。 

 

○発表者には表と関連付け

ながら説明させる。 

 【視覚化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇統計的に処理することの良

さ，複数の視点を持つ大切

さ，検証の妥当性などにつ

いて触れさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○異なる観点で見ると，そ

れぞれ違った特徴が見え

てくることに気づかせ

る。【共有化】 

 

 

 

○本時の問題がどう考えたら

解けたかを問うことで，意

見を出させ児童の言葉で

まとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じて資料 

の平均や散らばり 

の様子などを調べ， 

統計的に考察して 

いる。 

【数学的な考え方】 

（行動観察，発表， 

ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力 

 考えの根拠を

示しながら表現

いる。（行動観

察・ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均を比べると，C 年の成績が

良い。だから，C 年が一番柔軟

性の高い集団と考えられる。 

 

・平均は C 年が一番長いが，

30cm 未満の児童もおり，平均だ

けを根拠にはできないのではな

いか。 

 

◎同じデータを見ている

のに，どうして意見が

分かれるのだろう。 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

☆それぞれの集団を選ん

だ理由を比較させ，考

え方の違いに着目させ

る。 

・A 年は最大値が一番高いから

一番柔軟性が高い集団と考えら

れる。 

・散らばりの様子を見ると，Ｂ年

は，平均を中心に数値の散ら

ばりが小さいことがわかる。だか

ら，集団として柔軟性が高いと

言えるのではないか。 

 

 

・資料のどこを根拠にしてデ

ータを読み取るのかにより，

意見が分かれる。自分の考

えの根拠をはっきりさせない

と説得できる意見にならな

い。 



 

 

 

 

 

○適用題を解く。 

「下の表は，昨年度の 6年生と 6年生

の握力を記録したものです。どちら

の集団がより握力の強い集団といえ

るでしょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，これ

からもっと学びたいことを書きましょ

う。 

○本時のまとめをもとに，適

用題を解かせることで，理

解の定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをさせるとと

もに，次の学習への意欲をも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じて資料 

の平均や散らばり 

の様子などを調べ， 

統計的に考察して 

いる。 

【数学的な考え方】 

（行動観察，発表， 

ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

一番高い記録や一番人数の

多い範囲は同じだが，平均と

一番低い記録はＢ年のほうが

高い。また，散らばりを見ると，

A 年の方が，記録が低い方に

集まっている傾向がある。だか

ら，B 年がより握力の強い集団

といえる。 

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


